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ミッション（使命） 
確かな専門的知識と技術・技能を習得させる商業高校として，地域等との連携により，自己肯定感や社会の変化に対応する力，確かな勤労観，職業観を育む

教育活動を通して，それぞれの専門分野で主体的に活躍し，社会の発展に貢献する人材の育成を目指す。 

生徒の実態 内外の環境分析 

・素直で真面目な生徒が多く、落ち着いた学校生活を過ごしている 

・学びの土台となる基礎学力に、向上の兆しが見られている 

・ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾅｰ(あいさつ，身だしなみ等)が身に付いていない生徒が一定数いる 

・受動的で，積極性に乏しい傾向がある 

 

＜内部＞ 

・学びの質を向上させるためのＩＣＴ環境が充実し

ている 

・実践を伴った地域連携活動が充実している 

・持続可能な組織体制が整っていない 

＜外部＞ 

・県北唯一の“単独商業科”である 

・地域の教育資源に恵まれている 

・少子化が顕著で、市内小中学生の生徒数が減少傾向

にある 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標  
自彊の精神に則り，商業教育（ビジネス教育）への真剣な取り組みを通じて，職業人として勤労と責任を重んじる資質を養い，相互

の人格を尊重する豊かな人間性を育み，持続可能な地域社会の担い手となる生徒の育成を目指す 

育成したい資質・能力 

校是「自彊」の精神を深く理解し実践する力 

【自律力】社会のルールやビジネスマナーを身につけ，それによって判断・行動できる力 

【協働力】多様な人間と良好な関係を築き，それを維持していくために必要な力 

【実践力】地域社会のつながりの中で，意欲的に学び挑戦する力 

入学希望者に求める生徒像 

（地域ビジネス・情報ビジネス科共通） 

※科ごとの求める生徒像は，本校Ｗｅｂページに掲載 

・豊かな人間性を備え，社会に対応できる資質・能力・社会人基礎力・ビジネスマナーを身に付けようと努力する生徒 

・自分の将来の姿を見据え，職業観・勤労観を持って資格取得に挑戦する生徒 

・グローカルな視点から持続可能な地域社会を創りだすために積極的に行動しようとする生徒 

 実施するために何が必要か（指導体制の充実，必要な支援，家庭・地域との連携・協力） 生徒をどのように支援するか（どのような配慮が必要か） 

学校運営協議会との連携、協働（ﾁｰﾑ津商:伴走者の拡大）     【学校運営協議会事務局】 

ICT環境を活用した学びの充実（１人1台端末，AIアプリ、ﾌｭｰﾁｬｰﾙｰﾑ等）    【学向,教務】 

戦略的広報(中学校が求める進路情報を把握，ブログ・SNSを用いた情報発信) 

【教務】 

ﾎｰﾑﾙｰﾑ活動，特別活動，津商ﾓｰﾙへの自彊ｽﾊﾟｲﾗﾙｷｬﾘｱ教育(ﾙｰﾌﾞﾘｯｸ評価の確立) 【商業,学年】 

ホンモノの学びの実現に向けた学習環境整備 （地域・企業との連携）        【教務 商業】 

授業研究の実践(ICT 活用･ｲﾝｸﾙｰｼﾌﾞ教育･個別最適な学び･協働的な学びの取り入れ)  【学向,各教科】 

自己管理力の育成                               【進路・全教職員】 

主体性の伸長(生徒の企画・運営による安全・安心な学校行事や委員会活動)       【生徒】 

特別支援教育やいじめ防止推進に関わる取組                             【保厚・生徒】 

学年会や各課会議、職員会議等での全職員の協働体制と情報共有             【全教職員】 

Ｐ 何ができるようになるか（目指す生徒像） 

自彊の精神をもって，各教科で身につけた知識・技術を活かして，さまざまな活動に探究的・総合的に取り組むことで，地域社会に貢献で

きる生徒 
 
【自律力】社会のルールやビジネスマナーを身につけ，それによって判断・行動できる力 

【協働力】多様な人間と良好な関係を築き，それを維持していくために必要な力 

【実践力】地域社会のつながりの中で，意欲的に学びに挑戦する力 

Ｄ 何を学ぶか 

○【自律力】 

自律性と規範意識を伸長させ，健やかに学校生活を過ごせることがで

きる環境づくり 

組織的，継続的な授業改善により，真に「自律した人間」に求められ

る学力を向上させるとともに，生徒が各自で見定めた進路を保障 

 

 

○【協働力】 

多様な他者との関わりの中で、自らの考えを表現し、目標達成に向

けて協調・協働できる関係性の構築 

 

 

○【実践力】 

特別活動，総合的な探究の時間，社会貢献・国際交流活動や部活動等

を通して校内外との連携の強化を図り，主体性，合意形成力等の非認知

能力の育成  

 

○【自律力】 

 ・誰一人取り残すことのない居場所がある学校の実現   【全教職員】 

 ・生徒が主体となって学校生活を考えていく          【生徒】 

・「津商の授業３
スリー

(学習のｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ)」の実行と学習アプリを利活用した基

礎学力の向上と家庭学習の習慣化        【教務・進路・学向】 

 ・当事者意識を持ったキャリアデザインの実現        【進路】 

 

○【協働力】 

・校内の教育活動への積極的参画（授業･特別活動）【各教科･生徒･学年】 

・地域や企業等と協働してビジネスプランやビジネスモデルを作成し、各

種ビジネスコンテストやコンベンション等への主体的な挑戦 【商業】 

・地域と協働した防災訓練等             【保厚･各教科】 

 

○【実践力】 

・美作地域産業を巻き込んだ津商モール 【商業,学年】 

・人財バンク等を活用した進路ガイダンスや地域の教材化 【進路,学向】 

・起業家精神教育やPBL(課題解決型学習)を取り入れた学習活動【各教科】 

Ｄ どのように学ぶか 

Ｃ 何が身についたか（達成目標） 

校是「自彊」の精神を深く理解し実践する力 

【自律力】社会のルールやビジネスマナーを身につけ，それによって判断・行動できる力 

【協働力】多様な人間と良好な関係を築き，それを維持していくために必要な力 

【実践力】地域社会のつながりの中で，意欲的に学び挑戦する力 

Ａ 

改善 

工夫 

「ホンモノ」の学びの実現 ～誰かの喜ぶ顔が見たくて～ 

① 

② ③  

ルーブリッ

クを活用し

た評価 

ルーブリッ

クを活用し

た評価 


